
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度の朝倉市一帯を襲った、大災害に多くの方々からお見舞金を頂きました。

また、大草野小学校からは児童全員による寄書きと募金を届けてもらいました。 

これらは本当にありがたく存じます。併せて心から感謝申し上げます。 

さて、先月の９月２６日、私達５名は（大草野コミュニティから４名と校長先生）

朝倉市を訪問し、皆様から寄せられた善意の金品を朝倉市 森田市長（同市災害対

策本部長）に直接贈呈して参りました。その折、市長宛の手紙を持参しております

のでご一読下さい。 

（手紙本文） 

本年７月初旬、予期することもできない未曾有の大災害で被災され、不幸にも犠

牲となられた多くの方々に心よりお悔やみを申し上げます。なお、行方不明者も未

だ未発見が継続中の様子、ご家族の心中をお察し申し上げます。 

今回、広域な被災地となった朝倉市及び近隣市町村の皆様に深甚なるお見舞いと

ご同情の念を申し上げます。また、終始管内住民の避難情報等、救助行動等、被災

措置等の先頭に立ち、今日なお懸命な復旧作業に従事されている市役所等行政の

方々には他地区のこちらからも感謝と慰労の言葉を重ねて申し上げます。とりわけ、

市長様、組長様のご苦労をお察し申し上げる次第です。 

改めて、当地区は地域コミュニティを通じて朝倉市とご縁が深く、近年の内に２

度も訪問し先進地として学ばさせてもらいました。先には、平成２６年２月に志波

地区コミュニティを、今回は、今年２月に金川地区コミュニティを訪ねて誠心誠意

の対応を頂き、地域づくりはまず人づくりから、との実践活動に感心し今後の当地

区の指針とも、目標ともとれる意義有る学習をさせてもらいました。その節はどう

も有り難うございました。 

山川草木に囲まれる自然の中では、普段はのどかで平和な暮らしが営まれて行く

のですが、今回の天災は防ぎようもなかった様に存じております。 

紙一重のところで被災を免れた私達も朝倉地区等の窮状を見聞するにつけ何とか

しなければ、の思いからお見舞い金を募ってお届けし、些少の金銭で申し訳なく存

じながらも立ち直りの祈りと願いを託すことと致しました。ここに持参している分

は、その様な心持ちでこちらの地区の方々から拠出してもらった金銭です。どうぞ、
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朝倉市豪雨災害お見舞金と、大草野小学校児童による激励

の寄書き及び見舞金の贈呈について（御礼）  



趣旨お汲み取りの上皆様方の復興の一助に役立てて下さい。 

また、大草野小学校全学年児童による寄せ書きは、甚大な被害を被った朝倉市内

の小学校へ応援のメッセージとして心を込めて作り上げたものです。もしかしたら、

家族や親戚が被災した児童が通っている小学校もあるでしょう。 

豪雨の恐怖にさらされた子供達が一日も早く元気になってくれますよう、この寄

せ書きが少しでも役立つことを願っています。 

子供達の明るい歓声は大人達に元気と勇気を与えてくれる何よりの妙薬となりま

す。 

この先も復旧に向けての長い時間が必要と思われます。被災地区小学校の関係者

様によろしく申し上げて下さい。 

末尾になりますが、朝倉市のシンボル三連水車の復旧稼働の様子や農産物直売所

開設の賑わい等明るい話題も伝わってきています。 

二度と今回の様な災害の襲来がなきよう願いつつ、市民の皆様の生活再建が一日

でも早く達成出来ますよう祈念いたしております。 

市長様はじめ職員の方々、また復旧活動に携わる方々にどうぞお身体、ご自愛下

さい。 

平成 29 年 9月 26 日 

朝倉市長 森田俊介様 

大草野地区地域コミュニティ運営協議会 

会長 一ノ瀬俊孝 

手紙の内容は、以上の様な事で差し上げた次第です。 

なお、お見舞金の金額は一般の方々分『２４１，２６６円』と児童の分『６，４
８４円』、合計『２４７，７５０円』の多額に上っていることをご報告申し上げます。

本当に有り難うございました。  

当日、朝倉市長は「本当に有り難うございます。頂きましたお見舞金は、被災地

の皆さんの為に有りがたく使わせてもらいます。小学校の寄書きについては、早速

教育委員会に連絡して災害にあった小学校へ届ける様に致します」。そして「有り難

うございます。そちらの地区の方々によろしくお伝え下さい」。と話されて何度も“有

り難うございます”を言われたのが印象的でした。  

現地には、まだ手が回りきれない災害時の流木、土砂等がそのままにされていた

り、壊れて休業中の店舗も存在していました。少しでも早い復旧が待たれる状況で

すし、今後も応援の気持ちを持ち続けたいと思う次第です。 

今回は、たくさんの方々からご協力を頂き本当に有り難うございました。 

平成 29 年 10 月 1日 

大草野地区地域コミュニティ運営協議会 

会長   一ノ瀬俊孝 

 

 

  

                                        


